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◆２０２５年度定時総会・懇親会◆ 
 

2025 年度定時総会は、5 月 25 日 (日 )10 時 30 分からコール田無に於いて開かれ、会員 32 名、

ご来賓 12 名の皆様にご参加いただきました。 

松本副支部長の司会により、矢部幹事長の開会の辞、久保田支部長からの挨拶、そしてご来賓

の紹介を経て議事へと進みました。 

第 1 号議案 2024 年度活動報告及び収支決算報告並びに監査報告の件、第 2 号議案  会則

改正 (案 )承認の件、第 3 号議案  2025 年度活動計画 (案 )及び収支予算 (案 )承認の件、第 4 号議

案  役員改選 (案 )承認の件、これらの議案は、いずれも満場一致で承認されました。 

その後、今回初めての試みとして、会員の方からお一人 1 分程度で自己紹介をいただきました。 

続いて、ご来賓を代表いただき東京都北部支部の三森支部長より温かいご祝辞を頂戴し、最後

に濱田相談役の閉会の辞で、無事に総会は幕を閉じました。 

総会終了後は、2 階のイベントルームに会場を移し、安倍会計の司会により懇親会が開かれました。 

水井先輩の開会の辞、久保田支部長の挨拶で始まった懇親会は、大関北区地域支部長のご発

声による乾杯後、楽しい懇談のひと時となりました。 

懇談の合間には、西東京市内の慶應義塾大学、法政大学、創価大学の校友会の代表の皆様に

ご挨拶を頂戴いたしましたが、特に法政大学の志村支部長様には珍しい二胡の演奏をご披露いただ

きました。また、明治大学校友会の地域支部の支部長さん、幹事長さんからもご挨拶いただいた中で、

東久留米地域支部の柴田幹事長様には初めてご出席いただき、お隣さん同士の地域支部として 

交流を持てたことは大変有意義であったと感じました。 

その後は、大学より贈呈のあった日本酒、焼酎を賞品としたジャンケン大会をはさんで懇談が進み、

校友同士の交流を深めることができたと思います。 

最後に大関支部長のリードによる校歌斉唱、そして安松先輩による三本締めで楽しい懇親会も 

お開きとなりました。                     (報告、撮影：久保田幸雄、撮影：宮川孝之 ) 
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1 月 18 日 (土 )、毎年恒例の新春交流会が開かれました。 

 11 時 30 分、田無のレストラン「花車」に集ったのは新入会員 4 名を

含めて 15 名の西東京紫紺会の面々。 

 初めに久保田支部長より「昨年は計画した活動がほぼ予定通り行わ

れた。とりわけ 11 月の西東京市民まつりへの出店においては 6 名の新

入会員の入会につながった。また、迎える本年は、地域支部設立 20 周

年に当たり、11 月 24 日にはこもれびホールにおいて記念式典が開催さ

れ、併せて記念誌の発刊も予定されている。皆さんのご協力をお願いし

たい。」との挨拶がありました。 

 続いて、安松先輩の発声により乾杯となり、懇談開始です。次々に出

てくるお料理に舌鼓を打ち、お酒も進んだ頃合いで、新入会員の齋藤豊さん、坂元猛志さん、馬場

健さん、本間久雄さんから自己紹介をいただきました。新入会員の皆様のご活躍を期待したいと思い

ます。 

午後 1 時を回りラストオーダーも過ぎたところで、濱田相談役のリードにより校歌斉唱、そして記念

撮影と進み、楽しかった新春交流会もお開きとなりました。 

(報告：久保田幸雄、撮影：宮川孝之 ) 

      

 

  

今年は、明治大学校友会西東京市地域支部が校友会から設立を認められて 20 年となります。 

これを記念して、11 月 24 日 (月  振替休日 )に保谷こもれびホールに於いて記念式典を開催いた 

します。 

 当日は、2 部構成を予定しており、午後 2 時～3 時に記念式典、午後 3 時 20 分～4 時 30 分は、

「クボタ フィルマンドリーネン オルケスタ」によるマンドリンコンサートを行います。 

 マンドリンコンサートは、ポピュラー音楽など気軽に楽しめる楽曲の演奏をお願いしておりますので、

ぜひご夫婦、ご家族でお越しください。 

 記念式典が近づきましたら改めてご案内いたしますが、今からご予定に入れていただけたら幸い  

です。 

新春交流会開かる 
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     2025 年 3 月 14 日 (金 ) 

今回は地下鉄本郷三丁目駅からスタート！  

 参加メンバーは、久保田支部長以下、栗田、

土谷、鶴田ご夫妻、濱田、宮川ご夫妻、安松の

面々に新たに入会された齋藤ご夫妻、地元文

京区地域支部の本杉さんも加わり総勢 12 名。 

まずは、みなさんご存じの東京大学赤門へ。 

この門 は、旧 加 賀 藩 上 屋 敷 の御 守 殿 門 で、  

第 11 代将軍徳川家斉の娘「溶姫」の前田家へ

の輿入れの際に建てられ、国の重要文化財に

指定されています。 

続いて、戦没学生を追悼し、平和に寄与する 

ことを目的に運営されている「わだつみのこえ記念

館」を訪問。館長直々にご説明をいただきました。 

 

 

 次は、東京大学の構内へ、かつて学園闘争の最盛

期、警察の機動隊と学生が激しく衝突した「安田講堂」

の前で記念撮影。 

東京大学の構内を抜けて向かった

のは大正から昭和にかけて活躍した

挿絵画家の高畠華宵の作品を所蔵

する「弥生美術館」。併設されている

「竹久夢二美術館」も見学しました。 

その後、弥生式土器ゆかりの地を巡り、1900 余

年前、日本武尊が東夷東征の途上、武神須佐之

男命の御神徳を仰ぎ創祀したと伝えられ、つつじ

の名 所 としても知 られる古 社 「 根 津 神 社 」へ。    

お社に参拝し、境内の朱色の鳥居が連なる「乙女

稲荷神社」を巡り、「春の街歩き」も無事終了。 

 反省会は、大盛り上がりでした！  

            

( 報告、撮影：宮川孝之  ) 
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2025 お花見会 

 

 寒 の戻 りの雨降 りで心配 された天 気もお花 見当日 は「日頃の   

行いの賜物？」か、桜の花も咲き

揃い寒さも和らぎ絶好のお花見

日和に！  

 久しぶりにお元気に参加してくだ

さった方や新たにお仲間に加わってくだ

さった方もあわせて総勢 18 名と例年以上の大盛会となりました。 

 まずは、久保田支部長の乾杯の発声でスタート。  

 参 加 者 の自 己 紹 介 を終 え、桜 をめでながら、各 自 持 参 の    

お弁当、飲み物で楽しい交流会が始まりました。同じ場所で花見

会を開催していた、西東京

三田会の佐藤、宮本両副会

長の表敬訪問を受け、エー

ルの交 換 を。最 後 は、校 歌  

斉唱と「フレーフレー明治」で、記念撮影をして無事終了！  

                    （  報告、撮影：宮川孝之  )                                             

 

20 周年記念事業への寄付のお願い 
既に案内のとおり、今年は西東京市地域支部設立 20 周年の記念の年であり、11 月

24 日  (月曜日  振替休日 ) に記念式典を開催し、併せて記念誌を発刊いたします。 

これらの記念事業を成功させるために皆様にご寄付をお願いしております。 

下記の振込口座にお振込みくださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

西武信用金庫  保谷支店  普通預金  口座番号１１９０２３０  口座名義  久保田
ク ボ タ

幸雄
ユ キ オ

 

 

記  
 私事ですが、趣味の一つもと思い 4 月からアコースチックギターを始めました。何とかな
るかなと軽い気持ちでしたが、いざ始めると中々思うようにいきません。指は痛いし、    
もっと良いギターは欲しくなるし、かなりのチャレンジになりそうです。  

来年の今頃には何とか 1 曲弾けるようになっていたい、期待薄ですが。この会報がお手
元に届く頃には東京六大学野球春季リーグの結果が出ていると思います。結果を口に出す
と逃げていくとのこと、いやしかし、大いに気になります。（中村俊信）  
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